
公式SNSでは、世界の子どもたちをとりまく情報を発信しています。 
ぜひ「いいね！」や「シェア」をして、お友だちにご紹介ください。 

地域の課題 

支援はチャイルドの生活を変える力となります 

特定非営利活動法人 ワールド・ビジョン・ジャパン 

チャイルド・スポンサーシップは、1人の子どもを対象にしたお金や物の提
供ではありません。支援地域の人々が子どもの健やかな成長のために
必要な環境を整えられるよう、チャイルドが住む地域を支援するプログ
ラムです。チャイルドが住む地域と、現地でワールド・ビジョンが実施して
いるプログラムについてご紹介します。 

マイ ワールド・ビジョンに登録しませんか？ 
 

登録（アカウント作成）後ログインしていただくと、チャイルドと支援地域の写真や情報
がご覧いただけます。 
ホームページトップの「支援者の皆さまへ」に進み、「アカウント作成」のボタンから、手続
きをしていただけます。申請後、５営業日以降、情報をご確認いただけます。 
 
 
また、右のQRコードからメールアドレスをご登録いただければ、 
チャイルドや支援地域からの最新動画、イベント情報などもお届けします。 
 

Instagram 
@worldvisionjapan 

Twitter 
@WorldVisionJPN 

FACEBOOK 
@worldvisionjapan 

*2019年時点 

• 教育の質が低く、 

読み書きができない子どもが多い 

43.5％* • 安全な飲み水を 
入手できない住民 

• 灌がいが普及しておらず、収穫量が少ない 

水衛生 

教育 

ヘイマノットちゃん（左）には父親がいないため、母親（右）が4人の子どもを女手ひとつで
育ててきましたが、生活は貧しく、厳しい毎日が続いていました。  

しかし、ワールド･ビジョンが実施した女性向けの小規模ビジネス研修に参加した母親は、開
業資金の支援も受けて、小さな食料品店を始めました。店の経営は順調で、月に500ブル
（約3,000円）の貯金ができるようになりました。ヘイマノットちゃんが通う学校には、支援に
よってトイレやきれいな水が出る水飲み場もできました。 

ワールド・ビジョンはヘイマノットちゃんのような子どもたちの健やかな成長のために、支援活動
を行っています。 

食料確保 

エチオピア連邦民主共和国 

デラ地域開発プログラムのご紹介 
(ETH-181725) 

汚れた水を飲むことで下痢などの病
気が頻発します 

支援地域の住居の様子 



地域の課題 

ワールド・ビジョンが行う支援活動 

国情報 

地域情報 

支援期間： 
*支援期間はプログラム準備期間を含み
ます。支援終了予定日や活動の目標は、
予期しない突発事項やプログラムの進捗
状況により、変更される場合があります。 

水衛生 

住民が安全な水を得るために 
必要な支援を行います 

• 井戸の建設と、住民への井戸の維
持管理に関する研修 

• 野外排泄のリスクとトイレ設置・使用
の重要性に関する啓発 

• 手洗いなどの衛生習慣に関する啓発 

安全な水源確保やトイレの整備が遅
れており、手洗いなどの衛生習慣も普
及していないため、水が原因で下痢な
どの病気が頻繁に発生します。遠くま
で歩いて水汲みに行く時間は子どもた
ちの負担になっています。 

公立学校の授業料は無料ですが、学
用品を購入することができず入学が遅
れたり、家事を手伝うため中退したりし
てしまう子どもが大勢います。教材不
足や教師の指導法の問題で、教育の
質も低迷しています。 

子どもたちが質の高い教育を 
受けることができるよう支援します 

• 教室の増設・改修や机・イスの整備 

• 教師への指導法や教材作成につい
ての研修 

• 住民への教育の重要性についての啓
発 

教育 

灌がいや近代的な農法が普及してい
ないため、収穫量が少なく、年間を通
じて十分な食料を得ることができない
世帯が少なくありません。農業以外の
生計手段も得て、収入を向上させて
いくことが課題です。 

収穫量を増やす方法についての 
研修を行います 

• 近代的農法についての技術研修 

• 小規模な灌がい設備の導入支援 

• 小規模ビジネスや貯蓄・借入方法に
関する研修 

食料確保 

アフリカの北東部に位置する内陸国。イタリア領となった1936年からの5年間を除いて植民地化されることなく、独立を保ってきました。アムハラ族、オロモ
族など約80の民族が暮らし、公用語はアムハラ語。宗教はキリスト教とイスラム教が主流です。教育制度は、就学前教育（2年）、初等教育（8年）、
中等教育（4年）、高等教育（2年～）で、義務教育は初等教育の8年間です。主産業は農業ですが、慢性的に食料が不足しています。 

エチオピア連邦民主共和国 

デラ地域開発プログラム 

2005年～2024年 

首都アディスアベバから北西へ約360kmの

場所に位置する、アムハラ州南ゴンダール県

デラ郡にてプログラムを実施しています。支援

地域はアムハラ州の州都バハルダールから車

で約40分の農村地帯で、標高1,800～

2,600mの高地です。住民の多くは農業や

牧畜で生計を立てていますが、灌がいが普及

していないため、6～8月の雨期以外の時期

は収穫が少なく、食料不足が深刻です。森

林伐採や過放牧による土壌の劣化や流出

も農業に悪影響を与えており、環境に配慮し

た地域開発が課題となっています。 

首都：アディスアベバ 

デラ地域開発プログラム 
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